
字体も同じ。明治時代には普通に書かれていた字体なのかも
しれない。驚いたことに文部省活字も同じ字体。
【免】大徐本にはなく段注本で補われており「兔逸也」とあ
る。当用漢字表の手書き原稿では「免」だったが、印刷され
たのは上記の字体。さらに当用漢字字体表で変更された。

【党】「党」と「黨」は本来は別の字。
【兜】上部の「白」を、2分割した「臼（E＋ヨ）」で挟む異体
字が漢代からある。楷書の「房山雲居寺石経」は「白」の下
に「臼」を書く動用字。「白」を「北」で挟む字体もある。

【克】説文の字体を楷書や明朝体にしても「克」にならない。
【児】上部の「臼」を早書きしてくずすと「旧」になる。「兒」
は「儿」部の6画。
【兎】甲骨文にはたくさんの例があるが、6種類だけ紹介。金
文の例がみえない。「兎兎兔兔兔莵菟菟菟」などたくさんの異

体字があるが、もっとも多く書かれてきたのは「兔」。五経文
字では「兔」の最終画が点ではなく横線。康煕字典では「兔」
を本字とし、「兎（兎ではない）」を俗字とする。「兎」は中国
では明代に書かれはじめたようだ。江戸時代は「兎」の使用
例が多い。弘道軒が見慣れない字体を採用しているが漱石の

克

児
兒

兎
兔

兔

免
免

党
黨

兜
兠

コク
かつ
よい

ジ
ニ
こ

ゲイ
ジ
ニ
こ

ト
う
うさぎ

メン
まぬかれる
ゆるす

トウ
なかま

トウ
かぶと

常①

教 4常①

人②

人①

常①

教 6常①

②

人①

元暦萬葉①

元暦萬葉①

節用 儿 6 明治の漢字 × 江戸 干禄〈俗〉

甲骨

儿
現代中国甲骨 殷・金文

郭店楚簡金文 周・金文

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

大徐・儿部 馬王堆

敦煌漢簡

武梁祠画像 十七帖 喪乱帖 鄭長猷造像記

北魏穆玉容墓誌

智永千字文

倪寛伝賛 五経・儿部

聾瞽指歸

聾瞽指歸

類聚古集⑪ 再板農業全書

節用

儿 6

儿 5

明治の漢字
〈本字〉

明治の漢字
〈許容字〉

陸軍〈正体〉

兔
現代中国康煕（別字）甲骨

甲骨

甲骨

甲骨

甲骨

甲骨

大徐・兔部 馬王堆 熹平石経金文

上海楚竹書

睡虎地秦簡

龍碑造像碑 道因法師碑 五経・兔部 聾瞽指歸

粘葉本朗詠 節用

算法地方大成

儿 5 手書き原稿 × 干禄〈通〉

免
現代中国金文

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

包山楚簡

段注・兔部 馬王堆

馬王堆

正始石経 太妃高造像

金光明経 2

等慈寺碑 干禄字書 杜家立成

尊円親王 庭訓往来 黒 8

儿 8

明治の漢字

陸軍

党
現代中国

睡虎地秦簡

戦国・金文郭店楚簡 大徐・黑部

段注・黒部敦煌漢簡

馬王堆

馬王堆

居延漢簡

乙瑛碑

高貞碑 契芯明碑 聾瞽指歸

色紙法華経⑧ 節用 儿 9 干禄〈通〉

江戸五経〈訛〉

兜
現代中国大徐・兜部

段注・兜部

居延漢簡 朱曇思造塔記

魏霊蔵造像

房山雲居寺石経

伊闕仏龕碑

干禄字書

江戸・儿部

聖武天皇雑集

粘葉本朗詠 節用 儿 5

古文

古文 康煕古文

康煕古文

康煕古文

克
現代中国甲骨

甲骨

大克鼎

利𣪘

曽侯乙墓

郭店楚簡

大徐古文

大徐古文

中山王方壷 大徐・克部 馬王堆

馬王堆

馬王堆

馬王堆

史晨後碑

劉熊碑

居延漢簡

高貞碑 孔子廟堂碑 干禄字書 聾瞽指歸

56 57

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【儿】克
5
児

5
兎

6
免

6
党

8
兜

9

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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【入】古代には「大」のような字体もあった。居延漢簡では
「人」とかわらない書き方がある。
【六】泰山刻石と説文の字体が異なる。泰山刻石の「六」は
「大」と字体衝突。

入

全

八

公

六

共

ニュウ
いる
いれる
はいる

ゼン
すべて
まったく
まったし
まっとうする

ハチ
や
やつ
やっつ
よう

コウ
おおやけ
きみ

ロク
む
むい
むつ
むっつ

キョウ
とも

教 1常①

教 3常①

教 1常①

教 2常①

教 1常①

教 4常①

元暦萬葉① 節用 入 0

入
現代中国甲骨

甲骨 金文

大盂鼎 侯馬盟書

侯馬盟書

睡虎地秦簡大徐・入部 馬王堆

居延漢簡

熹平石経 智永千字文 王献之 張猛龍碑 孔子廟堂碑 干禄・序 王勃詩序

粘葉本朗詠 農家調宝記 入 4 国定教科書 × 干禄〈通〉

五経〈訛〉

全
現代中国

包山楚簡

包山楚簡

包山楚簡古璽

古璽

大徐古文

大徐・入部

大徐或体

馬王堆

馬王堆

居延漢簡

張遷碑

曹全碑

元思墓誌 伊闕仏龕碑

雁塔聖教序

干禄字書

五経・ 部

五経・ 部〈経典〉

王勃詩序

元暦萬葉⑦ 江戸方角 八 0

八
現代中国甲骨

甲骨

金文

金文 包山楚簡

睡虎地秦簡 大徐・八部 馬王堆

馬王堆

居延漢簡

乙瑛碑

集字聖教序 鄭羲下碑 孔子廟堂碑 五経・序 王勃詩序

粘葉本朗詠 節用

農家調宝記

八 2

公
現代中国甲骨

甲骨

侯馬盟書甲骨

令𣪘

毛公鼎

包山楚簡 秦・睡虎地秦簡

戦国・古璽

戦国・古璽睡虎地秦簡

石鼓文 大徐・八部 馬王堆

馬王堆

武威漢簡

禮器碑 十七帖 興福寺断碑 張猛龍碑 九成宮 江戸干禄 王勃詩序

元暦萬葉①

粘葉本朗詠

節用

節用

八 2

八 4

古文

六
現代中国

共
現代中国

甲骨

甲骨 金文

戦国・郭店楚簡

包山楚簡

㝬鐘

金文 包山楚簡殷金文

周・金文

睡虎地秦簡

石鼓文

睡虎地秦簡

大徐古文

大徐・六部

泰山刻石

大徐・共部

馬王堆

馬王堆

馬王堆

馬王堆

乙瑛碑

曹全碑

十七帖

淳化閣帖

王羲之 黄庭経

集字聖教序

爨龍顔碑

弔比干墓文

孔子廟堂碑

雁塔聖教序

五経・序

干禄・序

五経・序

王勃詩序

杜家立成

杜家立成
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音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【入】入
0
全

4
【八】八

0
公

2
六

2
共

4

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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【具】中国の南北朝期以降は「具」ではなく「具」と書かれる
ことが多い。干禄字書、九経字様、康煕字典、文部省活字、
現代中国も「具」。
【其】泰山刻石にはあるのだが、大徐本には「其」では掲載さ
れず、箕部に「箕」が掲載。

兵

具

其

ヘイ
ヒョウ
つわもの

グ
そなえる
そなわる
つぶさに

キ
それ
その

教 4常①

教 3常①

人① 粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

粘葉本朗詠

節用

庭訓往来

八 6

古文

古文

其
現代中国甲骨 金文

大盂鼎

侯馬盟書

侯馬盟書

侯馬盟書

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

石鼓文

郭店楚簡

泰山刻石

大徐籀文

敦煌漢簡

敦煌漢簡

馬王堆 正直残碑

熹平石経

曹全碑

十七帖 淳化閣帖 鄭羲下碑 孔子廟堂碑 干禄・序 王勃詩序

大徐・箕部

大徐古文

大徐古文

大徐古文

大徐籀文

粘葉本朗詠 節用

節用

八 5

兵
現代中国甲骨

甲骨

金文

金文

金文

古璽

睡虎地秦簡

郭店楚簡

大徐・廾部

大徐古文

大徐籀文

銀雀山竹簡

馬王堆

敦煌漢簡

馬王堆

敦煌漢簡

孔宙碑

大観帖 大観帖 張猛龍碑

段志玄碑

孔子廟堂碑

大般涅槃経⑥

琱玉集

元暦萬葉① 出世太平記 八 6 教科書・俗字 ○

具
現代中国金文

金文

金文

金文

金文甲骨

石鼓文

里耶秦簡

大徐・廾部

居延漢簡

馬王堆 史晨前碑 儋近帖 儋近帖 元詮墓誌

張猛龍碑

伊闕仏龕碑

王居士塼塔銘

干禄・序

九経・序

王勃詩序

法華義疏
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音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【八】兵
5
具

6
其

6

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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つに略す例もある。
【内】この字の注意点は「人」か「入」か、最終画を払うか止
めるか、の2点。大徐も康煕字典も「入」部に分類。
【冊】なりたちに「栅の形」とも「簡をひもでくくった形」と
もあり、もともと2系統の字種があるとも。康煕字典に「冊」

はあるが「册」ない。文部省活字も「册」ではなく「冊」。太
宰が「册」を書いているが明朝体で字を覚えたのだろうか。
『明朝体活字字形一覧』によれば、「册」の登場は1860年の英
華書院の13.5ポイント、明朝体での「冊」の登場は1887年の
大阪国文社五号が最も早い。

【兼】楷書では下部が「灬」になる字体が一般的。干禄字書の
序文には2種類の字体が使われている。
【円】「円」の字体は中国では使用例が見えない。日本では空
海の「三十帖策子」に使用例があり、その後ずっと使われ続
けている。「円」は「圓」の「員」を縦線に略してできた字体

だと思われる。岩田母型製造所所有の弘道軒四号に「圓」の
字体が見えないが、三号にはある。「圓」は楷書では「員」の
「口」を「厶」または「△」に書く。これは四角の連続を避け
て変化をつける意識が働いているのかもしれない。「口」を点
2つに略すのは漢代から行われているが、後には「囗」を点2

典

兼

円
圓

内
內

冊
册

笧

テン
さかん
つかさどる
のり

ケン
かねる
かねて

エン
まるい
まどか
まる

ナイ
ダイ
うち
いれる

サツ
サク
ふみ

教 4常①

常①

教 1常①

人②

教 2常①

教 6常①

粘葉本朗詠

江談抄

節用

節用

節用

入 2

冂 3

冂 4

古文

教科書

明治の漢字

陸軍

×

○

英華書院 13.5ポ

国文社五号

干禄〈通〉

内
現代中国

册
現代中国

甲骨

甲骨

散氏盤

大克鼎

甲骨

甲骨

甲骨

金文

戦国・包山楚簡

戦国金文

甲骨

戦国金文

侯馬盟書 睡虎地秦簡

戦国・中山王方壺

金文

金文

金文

大徐・入部

泰山刻石

大徐・冊部

大徐古文

馬王堆

馬王堆

新蔡葛陵楚墓

新蔡葛陵楚墓

金文

元嘉画像石

魯俊碑

十七帖

淳化閣帖

蘭亭叙

興福寺断碑

鄭羲下碑

元遥墓誌

九成宮

孔子廟堂碑

永泰公主墓誌

干禄字書

王勃詩序

王勃詩序

趙志集

篆隷萬象名義

篆隷萬象名義

元暦萬葉④ 節用 八 6

古文

干禄〈俗〉

典
現代中国甲骨

甲骨

金文

金文

金文

金文 包山楚簡

睡虎地秦簡

睡虎地秦簡

大徐・丌部

大徐古文

韓仁銘

曹全碑

集字聖教序 石門銘

鄭羲下碑

九成宮 干禄字書 王勃詩序

元暦萬葉②

元暦萬葉⑨

節用

書札重宝記

八 8 明治の漢字 ×

兼
現代中国金文 睡虎地秦簡

曽侯乙墓

大徐・秝部 馬王堆

居延漢簡

孔宙碑

西嶽崋山廟碑

十七帖 集字聖教序 鄭羲下碑 九成宮 干禄・序

干禄・序

王勃詩序五経・禾部

元暦萬葉①

元暦萬葉⑥

節用

開化往来

囗 10

弘道軒三号

漢字要覧

陸軍

○

圆
現代中国曽侯乙墓 大徐・囗部 書譜 興福寺断碑 劉懐民墓誌 道因法師碑 五経・囗部 聾瞽指歸

三十帖策子

62 63

音訓親字 甲骨文・金文・古文
（殷・西周・春秋・戦国）

説文解字
秦篆

隷書
（秦・前漢・後漢） 草書 行書 楷書

（南北朝から初唐）
正字体
楷書

日本上代
から

平安初期

平安中期
から
室町

江戸版本
康煕字典
1716年
部首・画数

夏目漱石
坊っちやん
明治39年

弘道軒
四号

通字体活字
明治41～ 
大正3年

漢字
整理案
大正8年

文部省
活字

昭和10年

太宰治
人間失格
昭和23年

当用
漢字表
昭和21年

当用漢字
字体表
昭和24年

教育漢字
平成4年 参考

【八】典
6
兼

8
【冂】円

2
内

2
冊

3

※当用漢字字体表の下の○×は、複数の字体がある字種のうち昭和24年当時、岩田母型製造所での母型の有無を示す。
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としたり、「旧」の「日」を「目」としたり、「目」の最終画
を横に伸ばして「鳥」っぽくする字体の出現は南北朝期から。
当用漢字の字体は手書きでは江戸期から使われている。
【冠】「元」の最終画が右に伸びて「にょう」のようになるの
は唐代に入る頃から。南北朝期までは「元」の最終画は短く

はねていたのが「礻」に間違われ、さらに「衤」に誤った字
体がある。日本上代には「寸」を「刂」とする字体がある。
【冥】2011年に人名用漢字から常用漢字に出世した字。隷書
の時代に「冖」の他に「穴」が出現。南北朝期に「宀」が出
現。大徐篆文に倣えば「冖」が正字体。

【再】説文の冓部にあり「再」は「冓」の〈省〉とある。説文
に従えば横線はすべて左右に出る。真ん中の横線を出さない
のは江戸時代以降か。楷書の王洪範碑の字体は欠画か。
【冗】説文では「宀」の部に掲載されている。大徐篆文に従え
ば「宂」になるはず。五経文字には「宀」の部に「宂」の字

体のみ掲載され、「穴」との違いについての説明もある。康
煕字典には「冖」の部に「冗」があり、「宂と同じ」とある。
「宀」の部にも「宂」があるが、「冗」についての記述はない。
漱石は「宂」と「冗」の両方を書いている。畏るべし漱石。
【写】本来は「宀」の字らしい。「冖」としたり、「臼」を「旧」
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